
    

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

南行徳中では、図書委員会が中心となって、図書館と生徒とのつながりを大切にする活動に取り組

んでいます。カウンター・図書館だより・廊下掲示・館内展示・おすすめ 
本紹介の５つの係に分かれ、それぞれの分野で力を発揮してくれています。 
写真は、館内展示係が作った展示コーナーの様子です。クリスマスに続 

いて、１月からはバレンタインデーにちなんだ展示を考えてくれました。 
折り紙や切り紙を活用した温かみのある飾りつけで、館内が明るく楽しい 
雰囲気になっています。 
図書委員手作りのこのコーナーに、人気が集まっています。 

（南行徳中学校 学校図書館員 島津直美） 

中央図書館からのお知らせ   ～『本のぽけっと』を配布します～ 

「本のぽけっと」は、楽しい本、心に残る本に出会ってもらえるよう、小学生におすすめしたい本を

市川市立図書館の児童サービス担当者が選んで、年一回リーフレットとして作成しているものです。３

月発行のため、例えば「１・２年生におすすめする本」では、この時期の１・２年生、すなわち、まも

なく２･３年生にあがる子どもたちをイメージして選書しています。 
平成１８年３月に２０号を発行し、昨年度は『本のぽけっと１号～２０号』という累積版編集のため

発行をお休みしましたが、次号２１号がまもなく完成します。２月の最終週には、ネットワーク便で、

各小学校に配布予定です。年度末の忙しい時期とは思いますが、全校児童への配布をよろしくお願いい

たします。 

市川市学校図書館支援センター（教育センター） TEL ３２０－３３３５ FAX３２０－３３５２ 

～ひろげよう！図書館の輪・リレー執筆～ 

Q：選書（図書の選定）は、いつ、どのように、行えばよいでしょうか？ 

A：選書には、日頃から多くの「情報」を集めておきましょう！ 

学校図書館に購入する図書の選定は、司書教諭と学校司書・学校図書館員が、協力・連携して行いま

す。先生方からできるだけ多くの情報を集め、選定のための資料とします。 

例えば、① 今年度の実践を元に、年度末、各学年の先生方に購入希望図書を聞く。 

    ② ネットワーク便で他校から借りた図書の中から、自校にも役立ちそうなものを選ぶ。 

    ③ 自校の蔵書構成のバランスを考慮する。               …など。 

何よりも日頃から、選書に関わるアンテナを高くしておくことが大切です。新聞やカタログの切り抜

きノートを作成するなどは、そのための工夫のひとつです。 

また、選書リストは、図書館部会や職員会議で報告・検討する機会を設けることが大切です。選書が

どのように行われるのかについて、全職員に周知しておくことが、学校図書館が教職員とつながり、活

用される学校図書館となる大きな一歩になります。 

１月２２日、市立幼稚園・小学校・中学校・特別支援学校の司書教諭（図書館主任）・学校司書・学校

図書館員が、一堂に会し、『第３回学校図書館研修会・ネットワーク会議』が開催されました。今回の研

修テーマは「学校図書館を活用した授業づくり」。稲越小学校と第八中学校による、読書活動・学習活動

の実践発表・提案があり、充実した研修となりました。 
 
 
 
 
 
 

 
発表の中には、ベストセラーである携帯小説を学校図書館としてどう

考えるか、子どもの言葉の力をつける学校図書館活用をどう進めるかな

ど、どの学校でも考えなくてはならない課題についても、提案されまし

た。 
 子どもたちの『自ら学ぶ力』の育成をめざし、担任（教諭）と学校司

書・学校図書館員がそれぞれの専門性を生かしながら、「本を当たり前

に使う授業づくり」を、今後とも推進していきたいですね。 

【他地域の取り組み】 ～学校図書館を活用した授業実践～ 

                             参観者：小林路子 支援スタッフ 

１月２４日、新宿区立津久戸小学校の研究発表会に参加しました。新宿区教育委員会の研究発表校で、

学校図書館の活用を推進しています。研究主題は「自ら学び、よりよく問題解決しようとする児童の育

成 ～学校図書館の活用を通して～」。全クラス授業展開（といっても各学年単学級。新宿の学校は小規

模！）。科目は国語、体育（保健）、理科、社会、総合。「学校図書館を授業でどんどん使ってみる、活用

してみる」を合言葉に公開された授業は、かなりハイレベルでした。 
研究主任（司書教諭）を中心にして、全校の先生方の共通理解のもと、低・中・高学年ごとに、めざ

す子どもの姿と具体的な手立てを示し、授業を実践する。子どもたちの楽しそうな姿が印象的でした。 
学校図書館活用は、子どもの学力を高めることを改めて実感しました。 

※ 津久戸小学校の「研究紀要」・「学習指導案集」をご覧になりたい方は、 

支援センターまでご連絡ください。 

路子の部屋 

先日のネットワーク会議での発表は、少しはお役に立ったでしょうか。あの後、第八中に

資料の貸出依頼が来ました。拙い実践ですが、どうぞご活用ください。何より、同学年や国

語科の先生方の協力態勢がポイントです。そして、校長先生・教頭先生からのバックアップ

熱心に視聴する参加者 

選書は、日頃から多くの「情報」を集めて！                                               NO ５

                                 ２月号 
平成１９年度 市川市学校図書館支援センター（市川市教育センター）

【実践発表①】 「自分を見つめ、人とかかわり、世界を広げる読書 

～６年『ぼくの世界、きみの世界』を柱として～ 」 

稲越小学校 中嶋信子教諭、高桑弥須子学校司書 

【実践発表②】 「中学校での学校図書館を活用した授業づくりの実際」 

第八中学校 小林路子支援スタッフ、石黒美恵子学校図書館員 
 

楽しい展示コーナー 


